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令和５年度学校教育目標
「ふるさとと人を愛し、自らの夢に向かって、力強く歩み続ける子どもの育成」

前期大変お世話になりました

本日、前期の終業式を行いました。４月から振り返ってみますとたくさんの行事が
ありました。

４月 ・始業式 ・入学式 ・授業参観 ・家庭訪問
５月 ・引き渡し訓練 ・愛校作業 ・運動会
６月 ・プール開き ・不審者避難訓練 ・学校訪問
７月 ・授業参観 プール納め
９月 ・５年集団宿泊 ・４年福祉学習

中でも、引き渡し訓練、運動会、愛校作業では大変お世話になりました。保護者の
ご協力があったからこそできた行事でもありました。本当にありがとうございました。
学級の様子を見てみますと、４・５月と比べて、子どもたちもかなり落ち着いて学

習に取り組めるようになってきました。１１月２８日（火）には、本校において、町
指定の学力充実の研究発表会も行われます。子どもたちが学習にしっかり取り組んで
いる姿を見せられたらと思っています。
子どもたちの健やかな成長には学校と家庭が連携して取り組んでいくことがとても

大切です。後期もどうかよろしくお願いします。

水俣に学ぶ肥後っ子教室から

今週の３日（火）に５年生は、水俣に学ぶ肥後っ子教室に行っていますが、どんな
学びをしているのか紹介します。

午前中：環境センターを見学し、環境学習
午 後：水俣病情報センター、水俣病資料館見学

語り部講話傾聴（講師：杉本肇さん）、まなびの丘フィールドワーク

本やインターネット、資料館の展示物から学ぶことも大切ですが、患者さんたちか
ら、経験したことやその時に思ったこと、現在の思いなどを直接聞き取るというのは、
何よりも大切だと思います。
子どもたちはとても真剣に講話を聞いていたそうです。心の中に訴えかけてくるも

のがあったからだと思います。今回の学びを自分たちの生活ともつなげながら、更に
学習を深めていってほしいと思います。

おすすめの本シリーズ１３

①本名「二年間の休暇」 ②対象年齢：５・６年から
③５４４Ｐ ④作者：ジュール・ベルヌ ⑤絵：太田大八
⑥訳：朝倉剛 出版社：福音館書店

「十五少年漂流記」として知られるベルヌの代表作です。孤島にうちあげられ
た少年たちが種々の困難を乗り越え自分たちの生活を作り上げていく痛快冒険物
語です。
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